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▲「高原の花」原田泰治 1983年 長野県 諏訪市（2Pで紹介）
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代表質問
一般質問
議会TOPICS
マニフェストスイッチについて
議長室からこんにちは！・9月定例会日程

●お問い合わせ：諏訪市議会事務局 〒392-8511 長野県諏訪市高島1-22-30
　　　　　　　 TEL.0266-52-4141（内線 537・521） mail:suwashigikai@city.suwa.lg.jp
●発行：諏訪市議会  ●編集：議会だより編集委員会 ●ホームページ：www.city.suwa.lg.jp

諏訪市公式LINEにて議会だよりを配信しています。
右記ＱＲコードを読み込むか、
 LINEアプリ内で「諏訪市」または「＠suwacity」と検索してください！

8月25日（火)
31日（月)

9月  1日（火)
2日（水)
15日（火)

月 日 会 議
提案説明、議案質疑、付託
代表・一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告、採決

※中継日程は変更になる場合があります。

議会を傍聴しましょう！

友だち登録は
こちらから！
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諏訪市公式LINEで議会だよりを配信しています！

　諏訪市議会では皆さんの傍聴をお待
ちしています。本会議は当日の受付で傍
聴できます。ご希望の方は、諏訪市役所
議会棟２階の議会事務局窓口までお越し
ください。また、その際にアンケートをお
配りしていますので、ご協力をお願いし
ます。託児サービスは傍聴希望日の５日
前までにお申し込みください。

請願・陳情を提出することが
できます！
　議会に対して陳情書等を提出すること
ができます。ご意見やご要望がある方は、
議会に文書でご提出ください。
●締切りは　　　　　　　　   までです。
　提出方法など、詳しくは事前に
　お問い合わせください。
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月     日（月）正午8 17
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議長室か
ら

こんにち
は！

　６月４・５日に相次いで発生した西山周辺の地震で
は、市内でも揺れを感じ

不安を覚えた方も多かったことと思います。諏訪地
方には活断層が多く、大

地震がいつ発生しても不思議ではありません。ま
た、出水期を迎え豪雨や

土砂災害への備えも重要な季節に入ります。災害
への備えは特別なことで

はなく、日頃の小さな準備の積み重ねです。避難経
路の確認、家庭での備蓄

確認、地域での声の掛け合いがいざという時に大
きな力となります。市議会

といたしましても、防災体制の強化に引き続き取
り組んでまいります。市

民の皆様の安心・安全を守るために共に備えを進め
てまいりましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　（議長：牛山  正）

　  定例会は　　　　　　　招集
予定です。詳しい日程は、招集日の
およそ2日前に決定し、ホームページ
でお知らせする予定です。

議会をテレビ・パソコンで
見ましょう！
　本会議の様子は、LCVの「かりんちゃ
んねる」（１12ch）で生中継しています。
また代表・一般質問の映像は定例会終
了後にYouTubeにアップしています。
各議員のQRコードを読み込むと、動画
一覧ページに移動しますので、ぜひご
覧ください。また、本会議の会議録は、
図書館、市役所ロビー、ホームページ、
議会事務局で閲覧することができます。

月      日（火）8 25月9

月定例会日程（10：00～予定）9
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表紙のご紹介

　高原全体を橙色に染めつくしてしまうニッコウキスゲは、霧ヶ峰高原で７月中旬か
らいっせいに咲きはじめる。ニッコウキスゲは、その日しかもたない一日花だ。短い
命のたくさんの花が７月末まで次から次へと咲き、草原をうめつくす。（原田泰治：文）

★今回は、諏訪を代表する画家 原田泰治氏の作品です★
表紙作品 【高原の花】1983年 長野県 諏訪市

　ぼくは少年の頃、諏訪湖のすぐそばで育っ
た。夕暮れになると、昔ながらの四つ手網漁を
している人をよくみかけたものである。網を
水中に沈め、いっぷくしてはその網をあげる。
そんなのんきな漁なのだ。夏の太陽が西に傾
き、やがて夕焼けとなって湖面を赤く染める
頃、渡る風になんとなく秋の気配を感じてほっ
とするのであった。　（原田泰治：文）

　原田泰治氏の作品を議会だよりの表紙に掲載させていただくにあた
り、娘さんである原田美室さんにお話を伺いました。世界中で作品を描
いた先生ですが、諏訪市を題材にした作品の中から、夏らしいニッコウ
キスゲの作品を表紙にさせていただきました。

　原田泰治美術館は、原田泰治氏
が長年にわたって制作された作品
を、原田氏の生まれ住むふるさと諏
訪市に是非残したいと、諏訪市が建
設し、2つの願いをこめて1998年7月
に開館しました。
　1つは詩情豊かな［原田泰治の世
界］を核に、ナイーブアート（素朴画）の
世界への発信拠点として成長、発展
する美術館としたいという願いです。
　もう1つは「人に優しい美術館」とし
て多くの方々から愛される美術館と
いう願いです。「人に優しい美術館」
は、足の不自由な原田氏の強い願い
であり、建設にあたっての基本理念
として、障がいをお持ちの方、お年寄
り等に配慮した美術館としました。

　各地のふるさとを描いた原
田作品の中から「手仕事」を
テーマに作品を選び、絵の中に
描かれている工芸品とあわせ
て展示いたします。

【諏訪湖の夕暮れ】1978年 長野県諏訪市

【第一展示室】

ナイーフギャラリーにて原田美室さん

原田泰治氏

【プロフィール】1940年
1963年
1980年
1982年
1989年

1998年
2001年

2008年
2011年
2021年
2022年

長野県諏訪市生まれ
武蔵野美術短期大学商業デザイン科卒業
第29回小学館絵画賞受賞
朝日新聞日曜版に［原田泰治の世界］を2年半にわたり127回連載
2年にわたりアメリカ5大都市、サンフランシスコ、シカゴ、
ニューヨーク、ホノルル、ロサンゼルスで
［日本の四季を描く原田泰治の世界］を開催
諏訪市への長年の貢献と協力から、市が［諏訪市原田泰治美術館］を開館
ブラジル2大都市、サンパウロ、リオ・デ・ジャネイロで
［原田泰治の世界展］を開催
［諏訪市原田泰治美術館］入館者100万人達成
財団法人逓信協会 第56回前島密賞受賞
信毎文化事業財団 第28回信毎賞受賞
81歳にて永眠

その他、日本全国各地、中米3カ国［メキシコ、コスタリカ、ニカラグア］にて展覧会を
開催。クロアチア共和国ナイーフ美術協会名誉会員。中国上海金山農民画協会会員。

「原田泰治と見る
    日本の手仕事と暮らし」

企画展

　北から南まで日本中を取材し、様々な景色を描き残し
てきた原田泰治氏。その画風はどこか懐かしく、そこに
暮らす人々のぬくもりを感じさせてくれます。日本各地
のふるさとを巡る旅をお楽しみください。

【第二展示室】
「原田泰治の世界 日本ふるさとぐるり旅Ⅱ」
●会期 2026年　 　　　 　　2027年8月6日（木）～　　　  1月17日（日）

●会期2026年4月9日（木）～
8月30日（日）

諏訪市原田泰治美術館

2
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・令和７年度諏訪市一般会計繰越明許費繰越計算書について
・令和７年度諏訪市一般会計事故繰越し繰越計算書について
・令和７年度諏訪市下水道事業会計予算繰越計算書について
・専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
・諏訪市等公平委員会委員の選任について
・専決処分の承認を求めるについて（令和７年度諏訪市一般会計補正予算（第１１号））
・専決処分の承認を求めるについて（諏訪市税条例の一部改正について）
・専決処分の承認を求めるについて（諏訪市都市計画税条例の一部改正について）
・専決処分の承認を求めるについて（諏訪市国民健康保険税条例の一部改正について）
・諏訪市行政手続条例の一部改正について
・諏訪市手数料徴収条例の一部改正について
・諏訪市総合計画基本構想の計画期間の変更について
・工事請負契約をするについて
・工事請負契約をするについて

�報　告…

�同　意…
�承　認…

�議　案…

◎全会一致で可決等された議案等

第41号

第42号

・諏訪市教育委員会の目標である「地域学校協働本部設置」への行程と進捗度のチェック・
  調査の陳情
・「公民館」を「地域学校協働本部」とする体制づくりの陳情

�陳　情…
◎全会一致で不採択となった陳情

◎全会一致とならなかった議案等の審議結果と各議員の賛否一覧
賛成…○　反対…×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、議長（牛山 正）は、採決には加わりません。

※陳情については社会文教委員会の審査結果（継続審査）に基づき採決しました。

諏訪市温泉・温水利用型健康運動施設条例の
一部改正について

議 案
第31号 諏訪市下水道条例の一部改正について
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令和８年 第3回（6月）定例会審議結果

議 案
第34号

令和８年度諏訪市下水道事業会計補正予算
（第１号）

陳 情
第43号

公立中学校における平和教育及び校外学習の
政治的中立性と安全確保を求める陳情

議 案
第33号 令和８年度諏訪市一般会計補正予算（第１号）

議会だより
第104号の
アンケート
結果

モニター通信議会だより

表紙のご紹介

　高原全体を橙色に染めつくしてしまうニッコウキスゲは、霧ヶ峰高原で７月中旬か
らいっせいに咲きはじめる。ニッコウキスゲは、その日しかもたない一日花だ。短い
命のたくさんの花が７月末まで次から次へと咲き、草原をうめつくす。（原田泰治：文）

★今回は、諏訪を代表する画家 原田泰治の作品です★
表紙作品 【高原の花】1983年 長野県 諏訪市

　ぼくは少年の頃、諏訪湖のすぐそばで育っ
た。夕暮れになると、昔ながらの四つ手網漁を
している人をよくみかけたものである。網を
水中に沈め、いっぷくしてはその網をあげる。
そんなのんきな漁なのだ。夏の太陽が西に傾
き、やがて夕焼けとなって湖面を赤く染める
頃、渡る風になんとなく秋の気配を感じてほっ
とするのであった。　（原田泰治：文）

　原田泰治の作品を議会だよりの表紙に掲載させていただくにあた
り、娘さんである原田美室さんにお話を伺いました。世界中で作品を描
いた先生ですが、諏訪市を題材にした作品の中から、夏らしいニッコウ
キスゲの作品を表紙にさせていただきました。

　原田泰治美術館は、原田泰治が
長年にわたって制作された作品を、
原田の生まれ住むふるさと諏訪市に
是非残したいと、諏訪市が建設し、2
つの願いをこめて1998年7月に開館
しました。
　1つは詩情豊かな［原田泰治の世
界］を核に、ナイーブアート（素朴画）の
世界への発信拠点として成長、発展
する美術館としたいという願いです。
　もう1つは「人に優しい美術館」とし
て多くの方々から愛される美術館と
いう願いです。「人に優しい美術館」
は、足の不自由な原田の強い願いで
あり、建設にあたっての基本理念とし
て、障がいをお持ちの方、お年寄り
等に配慮した美術館としました。

　各地のふるさとを描いた原
田作品の中から「手仕事」を
テーマに作品を選び、絵の中に
描かれている工芸品とあわせ
て展示いたします。

【諏訪湖の夕暮れ】1978年 長野県諏訪市

【第一展示室】

ナイーフギャラリーにて原田美室さん

原田泰治さん

【プロフィール】1940年
1963年
1980年
1982年
1989年

1998年
2001年

2008年
2011年
2021年
2022年

長野県諏訪市生まれ
武蔵野美術短期大学商業デザイン科卒業
第29回小学館絵画賞受賞
朝日新聞日曜版に［原田泰治の世界］を2年半にわたり127回連載
2年にわたりアメリカ5大都市、サンフランシスコ、シカゴ、
ニューヨーク、ホノルル、ロサンゼルスで
［日本の四季を描く原田泰治の世界］を開催
諏訪市への長年の貢献と協力から、市が［諏訪市原田泰治美術館］を開館
ブラジル2大都市、サンパウロ、リオ・デ・ジャネイロで
［原田泰治の世界展］を開催
［諏訪市原田泰治美術館］入館者100万人達成
財団法人逓信協会 第56回前島密賞受賞
信毎文化事業財団 第28回信毎賞受賞
81歳にて永眠

その他、日本全国各地、中米3カ国［メキシコ、コスタリカ、ニカラグア］にて展覧会を
開催。クロアチア共和国ナイーフ美術協会名誉会員。中国上海金山農民画協会会員。

「原田泰治と見る
    日本の手仕事と暮らし」

企画展

　北から南まで日本中を取材し、様々な景色を描き残し
てきた原田泰治。その画風はどこか懐かしく、そこに暮
らす人々のぬくもりを感じさせてくれます。日本各地の
ふるさとを巡る旅をお楽しみください。

【第二展示室】
「原田泰治の世界 日本ふるさとぐるり旅Ⅱ」
●会期 2026年　 　　　 　　2027年8月6日（木）～　　　  1月17日（日）

●会期2026年4月9日（木）～
8月30日（日）「表紙のご紹介」がいつも身近

に

感じることや、とてもいいテーマ
で取り上げて

くださっていただいています。子
どもたちの

明るい様子、学校での様子等
とても良いと思いました。

表紙を横にしたのもとてもいいと思い、作品のメッセージがこれからの諏訪市の発展のためになる素敵な表紙だと思います。

ありがとうございます。
作品が横長だっ

たため、横向きでレイ
アウトしました

が、評価していただき
安心しました。表

紙の作品がどのように
作成されたか等

が伝わっていることを
嬉しく思います。

モニター

諏訪市原田泰治美術館

3 2すわ市議会だより 2026.8.1



総務産業委員会♦６月定例会で付託された案件と、委員会
　審査の内容です。 【委員長  小山 博子】

詳しくはこちらから→

議案審査
　

持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の
経
営

を
図
る
た
め
、公
営
企
業
運
営
審
議
会

か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
、平
均
改
定
率

19.

52
％
の
使
用
料
改
定
を
行
い
、本

年
10
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
。

　

 

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
経
営
努
力

を
し
て
き
た
の
か
。

　

 

人
件
費
を
平
成
28
年
度
か
ら
令

和
６
年
度
で
８
％
削
減
し
た
。

　
　

 

物
価
高
騰
で
生
活
が
大
変
な
状

況
下
で
の
値
上
げ
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が

良
く
な
い
。市
と
し
て
ま
だ
で
き
る
こ

と
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

 

16
年
以
上
料
金
を
据
え
置
い
て

き
た
。今
後
、計
画
的
な
耐
震
化
・
老
朽

化
対
策
を
進
め
る
た
め
に
は
使
用
料

改
定
が
必
要
。

　
賛
成
多
数
で
可
決
。

　
主
な
内
容
は
下
の
表
の
と
お
り
。

　

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
事
業
者
間
取

引
券
に
つ
い
て
、昨
年
の
場
合
、予
定
は

１
社
に
つ
き
上
限
30
冊
だ
っ
た
が
追
加

募
集
を
し
て
80
冊
と
な
っ
た
。今
回
は
、

１
社
に
つ
き
上
限
50
冊
と
し
た
が
、

残
っ
た
ら
追
加
募
集
を
す
る
の
か
。㋑

　

 

残
っ
た
場
合
は「
再
販
有
」と
明
記

し
て
募
集
を
す
る
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
議
案
第
31
号
を
受
け
て
下
水
道
使

用
料
改
定
に
伴
う
収
益
と
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
を
増
額
す
る
も
の
。

　
議
案
第
31
号
と
同
様
。

　
　

 

関
連
議
案（
議
案
第
31
号
）は
可

決
さ
れ
た
が
、値
上
げ
に
伴
う
予
算
が

盛
り
込
ま
れ
る
の
は
賛
成
で
き
な
い
。

　
　

 

関
連
議
案（
議
案
第
31
号
）が
可

決
さ
れ
、そ
れ
に
伴
う
予
算
で
あ
る
た

め
。

　
賛
成
多
数
で
可
決
。

　
旧
東
洋
バ
ル
ヴ
諏
訪
工
場
建
屋
解
体

工
事
の
請
負
契
約
。４
月
30
日
に
一
般

競
争
入
札
を
行
い
、総
合
評
価
落
札
方

式
に
よ
り
、３
億
２
５
０
万
円
で
藤
森

土
木
建
設 

株
式
会
社
が
落
札
し
、５
月

28
日
に
仮
契
約
を
行
っ
た
。

　

 

一
者
が
低
入
札
価
格
調
査
に
よ
り

無
効
と
な
っ
て
い
る
が
、そ
の
理
由
は
。

　

 

今
回
設
定
し
た
低
入
札
価
格
を
下

回
っ
た
た
め
、調
査
を
行
っ
た
。条
件

と
し
て
求
め
て
い
た
配
置
技
術
者
が

置
け
な
く
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
っ

た
た
め
当
該
札
を
無
効
と
し
た
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　

旧
城
北
小
学
校
解
体
工
事
の
請
負

契
約
。４
月
30
日
に
一
般
競
争
入
札

を
行
い
、 

総
合
評
価
落
札
方
式
に
よ

り
、４
億 

１,
５
９
１
万
円
で
株
式
会
社

信
濃
環
境
整
備
が
落
札
し
、５
月
28
日

に
仮
契
約
を
行
っ
た
。

　
 

落
札
業
者
が
他
の
業
者
と
比
べ
て

安
価
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

　

 
こ
の
業
者
は
解
体
専
門
業
者
で
、

解
体
に
使
用
す
る
重
機
等
を
所
持
し

て
お
り
、レ
ン
タ
ル
の
必
要
が
な
い
。

廃
棄
物
に
関
し
て
も
自
社
の
処
分
場

を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、大
幅
に
金

額
が
安
く
な
っ
て
い
る
。

　
全
会
一
致
可
決
。

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

■6月定例会 補正予算（議案第33号 ※総務産業委員会付託分）
主な内容項  目

農林
水産業費

総務費

360万円　　

3億   210万円　　

2億4,100万円　　

7,812万5千円

3億円　　　　　
210万円　　
540万円　　
2,800万4千円
4,100万円　　
2億円　　　　　
1,000万円　　
1,800万円　　
3,000万円　　
858万円　　
360万円　　

財政調整基金積立金
地域活動助成事業補助金
地域農業経営基盤強化促進計画推進事業費
新基本計画実装・農業構造転換支援事業費
物価高騰対策中小企業等支援事業費㋑
諏訪市中小企業振興資金預託金
道路舗装新設修繕事業費
道路改良事業費
自然災害防止事業費
公園管理費
災害用備蓄事業費

商工費

土木費

消防費

3,340万4千円

補正額

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

問

答

答 主
な
質
疑

問答 主
な
質
疑

議
案
の
内
容

可決

議
案
の
内
容

可決

議
案
第
31
号 

諏
訪
市
下
水
道

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

議
案
第
34
号 

令
和
８
年
度

諏
訪
市
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

議
案
第
33
号 

令
和
８
年
度

諏
訪
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

採
決
の
結
果

主
な
質
疑

主
な
質
疑

問問 答

議
案
第
36
号 

工
事
請
負
契
約

を
す
る
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

可決

主
な
質
疑

反
対

賛
成 討 

論

反
対

賛
成 討 

論
採
決
の
結
果

議
案
第
35
号 

工
事
請
負
契
約

を
す
る
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

可決

可決

4



総務産業委員会♦６月定例会で付託された案件と、委員会
　審査の内容です。 【委員長  小山 博子】

詳しくはこちらから→

議案審査社会文教委員会♦６月定例会で付託された案件と、委員会
　審査の内容です。【委員長  牛山 実弦】議案審査

　
す
わ
っ
こ
ラ
ン
ド
の
持
続
可
能
な

施
設
運
営
を
図
る
た
め
、全
て
の
区

分
に
お
け
る
使
用
料
を
令
和
９
年
度

か
ら
改
定
す
る
も
の
。

　 

午
後
８
時
以
降
の
割
引
が
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、利
用
者
が
減

少
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　 

こ
の
時
間
帯
の
利
用
者
は
減
少

す
る
と
思
わ
れ
、そ
の
う
ち
一
割
程

度
の
人
が
定
期
券
や
回
数
券
を
使
用

す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　 

使
用
料
が
高
く
な
る
特
定
日
が

年
間
１
３
０
日
近
く
あ
り
、進
め
方

が
非
常
に
不
親
切
で
は
な
い
か
。　

　 

市
外
か
ら
の
観
光
客
や
レ

ジ
ャ
ー
目
的
利
用
者
が
見
込
ま
れ
る

繁
忙
期
に
応
じ
た
料
金
設
定
を
行
う

こ
と
で
、市
民
の
利
用
の
多
い
平
日

の
料
金
を
抑
え
つ
つ
、施
設
の
収
入

を
確
保
す
る
。

　
　  

利
用
者
に
説
明
な
し
で
、意
見

を
聞
く
機
会
も
な
い
た
め
、反
対
。

　
　  

現
行
の
料
金
の
ま
ま
で
は
運

営
が
立
ち
ゆ
か
な
い
た
め
、賛
成
。

　
可
否
同
数
と
な
り
委
員
長
裁
決
に

よ
り
可
決
。

　
主
な
内
容
は
下
の
表
の
と
お
り
。

　 

民
生
費
の
地
域
包
括
支
援
シ
ス

テ
ム
改
修
委
託
料
に
つ
い
て
、実
際

は
ど
の
よ
う
な
改
修
内
容
か
。㋑

　 
介
護
給
付
費
の
算
定
に
お
い
て
、

処
遇
改
善
加
算
の
対
象
が
拡
充
さ

れ
、介
護
職
員
に
加
え
、そ
の
他
職
員

に
つ
い
て
も
対
象
と
な
っ
た
。

　 

生
活
扶
助
費
等
の
追
加
給
付
に

つ
い
て
対
象
と
な
る
被
保
護
者
の
抽

出
や
給
付
に
向
け
た
手
続
き
に
つ
い

て
は
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
予

定
か
。ま
た
、実
際
の
支
給
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。㋺

　 

現
在
も
生
活
保
護
を
受
給
し
て

い
る
２
２
４
世
帯
は
、令
和
８
年
８

月
か
ら
９
月
の
間
に
追
加
給
付
。現

在
生
活
保
護
が
廃
止
に
な
っ
て
い
る

２
５
６
世
帯
は
、申
請
に
基
づ
き
年

度
内
の
支
給
を
予
定
。

　
　  

文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
事

業
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、反
対
。

　
　  

大
規
模
改
修
後
に
、ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
の
か
と
い
う
論
点
に
移

す
べ
き
で
あ
り
、賛
成
。

　
賛
成
多
数
で
可
決
。

　
地
域
学
校
共
同
本
部
設
置
へ
の
行

程
と
進
捗
度
の
チ
ェ
ッ
ク
・
調
査
の

実
施
を
求
め
る
も
の
。

　 

豊
田
小
学
校
の
地
域
事
情
や
地

域
活
動
組
織
の
状
況
に
つ
い
て
、ど

の
程
度
把
握
を
し
て
い
る
の
か
。ま

た
、他
の
学
校
と
比
べ
て
遅
れ
て
い

る
と
判
断
し
た
根
拠
は
。

　 
豊
田
小
学
校
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

同
士
で
話
し
合
う
機
会
が
な
い
。お

願
い
さ
れ
た
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
全
会
一
致
不
採
択
。

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

■6月定例会 補正予算（議案第33号 ※社会文教委員会付託分）
主な内容項  目

教育費
債務負担行為

（限度額：2億2,300万円）

民生費 3,614万4千円

281万8千円

文化センター改修事業費（大規模改修工事費）
期間：令和8年度～令和9年度

50万6千円

3,563万8千円

281万8千円公民館分館整備費補助金

介護予防・日常生活支援総合事業費
（令和8年度介護報酬改定に伴う地域包括支援システム
　改修委託料）㋑

生活保護措置費追加給付事業費㋺

補正額

答

問問

問

答答 議
案
第
30
号 

諏
訪
市
温
泉
・

温
水
利
用
型
健
康
運
動
施
設

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

陳
情
第
41
号 

諏
訪
市
教
育
委

員
会
の
目
標
で
あ
る
「
地
域

学
校
共
同
本
部
設
置
」
へ
の

行
程
と
進
捗
度
の
チ
ェ
ッ

ク・調
査
の
陳
情

可決

不
採択

議
案
第
33
号 

令
和
８
年
度

諏
訪
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

陳
情
の
内
容

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

可決

主
な
質
疑

　
持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の
経
営

を
図
る
た
め
、公
営
企
業
運
営
審
議
会

か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
、平
均
改
定
率

19.

52
％
の
使
用
料
改
定
を
行
い
、本

年
10
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
。

　 

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
経
営
努
力

を
し
て
き
た
の
か
。

　 

人
件
費
を
平
成
28
年
度
か
ら
令

和
６
年
度
で
８
％
削
減
し
た
。

　
　 

物
価
高
騰
で
生
活
が
大
変
な
状

況
下
で
の
値
上
げ
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が

良
く
な
い
。市
と
し
て
ま
だ
で
き
る
こ

と
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　 

16
年
以
上
料
金
を
据
え
置
い
て

き
た
。今
後
、計
画
的
な
耐
震
化
・
老
朽

化
対
策
を
進
め
る
た
め
に
は
使
用
料

改
定
が
必
要
。

　
賛
成
多
数
で
可
決
。

　
主
な
内
容
は
下
の
表
の
と
お
り
。

　 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
事
業
者
間
取

引
券
に
つ
い
て
、昨
年
の
場
合
、予
定
は

１
社
に
つ
き
上
限
30
冊
だ
っ
た
が
追
加

募
集
を
し
て

80
冊
と
な
っ
た
。
今
回

は
、１
社
に
つ
き
上
限
50
冊
と
し
た
が
、

残
っ
た
ら
追
加
募
集
を
す
る
の
か
。㋑

　 

残
っ
た
場
合
は「
再
販
有
」と
明
記

し
て
募
集
を
す
る
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
議
案
第
31
号
を
受
け
て
下
水
道
使

用
料
改
定
に
伴
う
収
益
と
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
を
増
額
す
る
も
の
。

　
議
案
第
31
号
と
同
様
。

　
　 

関
連
議
案（
議
案
第
31
号
）は
可

決
さ
れ
た
が
、値
上
げ
に
伴
う
予
算
が

盛
り
込
ま
れ
る
の
は
賛
成
で
き
な
い
。

　
　 

関
連
議
案（
議
案
第
31
号
）が
可

決
さ
れ
、そ
れ
に
伴
う
予
算
で
あ
る
た

め
。

　
賛
成
多
数
で
可
決
。

　
旧
東
洋
バ
ル
ヴ
諏
訪
工
場
建
屋
解
体

工
事
の
請
負
契
約
。４
月
30
日
に
一
般

競
争
入
札
を
行
い
、総
合
評
価
落
札
方

式
に
よ
り
、３
億
２
５
０
万
円
で
藤
森

土
木
建
設 

株
式
会
社
が
落
札
し
、５
月

28
日
に
仮
契
約
を
行
っ
た
。

　 

一
者
が
低
入
札
価
格
調
査
に
よ
り

無
効
と
な
っ
て
い
る
が
、そ
の
理
由
は
。

　 

今
回
設
定
し
た
低
入
札
価
格
を
下

回
っ
た
た
め
、調
査
を
行
っ
た
。条
件

と
し
て
求
め
て
い
た
配
置
技
術
者
が

置
け
な
く
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
っ

た
た
め
当
該
札
を
無
効
と
し
た
。

　
全
会
一
致
可
決
。

　
旧
城
北
小
学
校
解
体
工
事
の
請
負

契
約
。４
月
30
日
に
一
般
競
争
入
札

を
行
い
、 

総
合
評
価
落
札
方
式
に
よ

り
、４
億 

１,
５
９
１
万
円
で
株
式
会
社

信
濃
環
境
整
備
が
落
札
し
、５
月
28
日

に
仮
契
約
を
行
っ
た
。

　 

落
札
業
者
が
他
の
業
者
と
比
べ
て

安
価
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

　 

こ
の
業
者
は
解
体
専
門
業
者
で
、

解
体
に
使
用
す
る
重
機
等
を
所
持
し

て
お
り
、レ
ン
タ
ル
の
必
要
が
な
い
。

廃
棄
物
に
関
し
て
も
自
社
の
処
分
場

を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、大
幅
に
金

額
が
安
く
な
っ
て
い
る
。

　
全
会
一
致
可
決
。

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

■6月定例会 補正予算（議案第33号 ※総務産業委員会付託分）
主な内容項  目

農林
水産業費

総務費

360万円　　

3億   210万円　　

2億4,100万円　　

7,812万5千円

3億円　　　　　
210万円　　
540万円　　
2,800万4千円
4,100万円　　
2億円　　　　　
1,000万円　　
1,800万円　　
3,000万円　　
858万円　　
360万円　　

財政調整基金積立金
地域活動助成事業補助金
地域農業経営基盤強化促進計画推進事業費
新基本計画実装・農業構造転換支援事業費
物価高騰対策中小企業等支援事業費㋑
諏訪市中小企業振興資金預託金
道路舗装新設修繕事業費
道路改良事業費
自然災害防止事業費
公園管理費
災害用備蓄事業費

商工費

土木費

消防費

3,340万4千円

補正額

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

問答問答

問

答

答 主
な
質
疑

問答 主
な
質
疑

議
案
の
内
容

可決

賛
成 討 

論

討 

論
採
決
の
結
果

議
案
の
内
容

可決

議
案
第
31
号 

諏
訪
市
下
水
道

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

議
案
第
34
号 

令
和
８
年
度

諏
訪
市
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

議
案
第
33
号 

令
和
８
年
度

諏
訪
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

採
決
の
結
果

主
な
質
疑

主
な
質
疑

問問 答

議
案
第
36
号 

工
事
請
負
契
約

を
す
る
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

可決

主
な
質
疑

反
対

反
対

反
対

賛
成 討 

論

反
対

賛
成 討 

論
採
決
の
結
果

議
案
第
35
号 

工
事
請
負
契
約

を
す
る
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

可決

可決

賛
成

詳しくはこちらから→
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♦掲載内容は、主な質問と答弁であり、代表者の文責によるものです。 ※各議員のQRコードから代表質問の動画にリンクできます。

　 

諏
訪
市
博
物
館
の「
さ
わ
っ
て

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
活
用
し
て
〝
親
子
で

遊
び
な
が
ら
学
べ
る
場
〞へ
と
転
換
し
、

探
究
・
体
験
・
振
り
返
り
を
促
す
仕
掛
け

を
整
え
る
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、市
内
完

結
型
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
、親
子

の
学
び
と
対
話
を
広
げ
る
取
組
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　 

本
年
４
月
か
ら
試
行
実
施
し
て
い
る

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、児
童
生
徒
が
保
護

者
等
と
と
も
に
、自
分
ら
し
く
か
つ
楽
し

く
豊
か
な
体
験
を
企
画
し
実
行
す
る
こ

と
を
通
し
て
探
究
的
に
学
び
、自
分
を
見

つ
め
る
機
会
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。す
で
に
取
得
が
始
ま
っ
て
お

り
、計
画
の
立
て
方
に
つ
い
て「
遠
く
へ

行
か
な
く
て
も
学
び
は
身
近
に
あ
る
」と

案
内
し
て
い
る
。市
内
で
の
選
択
肢
拡
充

は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。博
物
館
の
教

育
普
及
を
高
め
る
た
め
に
も
取
組
の
更

新
は
必
要
で
あ
り
、ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
対

応
型
博
物
館
を
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し

て
、親
子
で
楽
し
め
る
仕
掛
け
や
発
信
を

工
夫
し
、豊
か
な
学
び
の
場
と
な
る
よ
う

検
討
す
る
。

　 

国
の
方
針
転
換
を
踏
ま
え
た
ク
マ
対

策
の
強
化
は
。

　 

緊
急
銃
猟
の
実
施
も
視
野
に
、市
職

員
が
迅
速
に
行
動
し
適
切
に
対
応
で
き

る
よ
う
強
化
を
図
る
。

　 

ク
マ
等
出
没
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内

容
と
本
市
の
対
応
は
。

　 

諏
訪
地
域
の
自
治
体
で
初
め
て
策
定

し
た
。人
の
日
常
生
活
圏
に
ク
マ
が
出
没

し
た
際
に
お
け
る
緊
急
銃
猟
の
実
施
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、主
に
市
の
職
員
が

迅
速
に
行
動
し
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ

き
か
に
主
眼
を
置
い
て
定
め
た
。

　 

専
門
人
材
の
確
保・育
成
は
。

　 

猟
友
会
の
新
規
加
入
減
少
と
高
齢
化

を
踏
ま
え
、市
職
員
の
研
修
参
加
に
よ
る

専
門
知
識
の
習
得
に
努
め
る
。猟
友
会
員

以
外
の
狩
猟
免
許
保
有
者
を
ガ
バ
メ
ン

ト
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
や
、

銃
猟
が
可
能
な
警
察
官
へ
の
協
力
要
請

も
視
野
に
入
れ
、人
材
確
保
と
育
成
を
進

め
る
。さ
ら
に
、報
奨
金
は
従
事
者
の
動

機
付
け
と
し
て
重
要
で
あ
る
た
め
、周
辺

自
治
体
と
の
均
衡
を
図
り
つ
つ
、ジ
ビ
エ

搬
入
加
算
や
捕
獲
目
標
達
成
金
を
参
考

に
、危
険
性
に
見
合
う
捕
獲
報
奨
金
を
設

定
し
て
い
く
。対
応
は
、担
当
課
を
中
心

と
し
て
職
員
、猟
友
会
、警
察
へ
出
動
を

要
請
し
、被
害
発
生
対
応
と
同
様
に
、夜

間
及
び
休
日
を
問
わ
ず
連
絡
を
す
る
。

　 

石
垣
の
被
害
は
一
度
発
生
す
る
と
、

復
元
に
は
長
期
間
を
要
し
て
し
ま
う
。石

垣
B
I
M
は
、３
D
デ
ー
タ
か
ら
石
材
を

A
I
で
自
動
識
別
し
、変
形
や
劣
化
の
状

況
を
可
視
化
で
き
る
技
術
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。従
来
の
手
作
業
に
よ
る
図

化
作
業
と
比
べ
、作
業
効
率
が
大
幅
に
向

上
し
、崩
落
リ
ス
ク
の
早
期
発
見
に
も
つ

な
が
る
。活
用
は
ど
う
か
。

　 

石
垣
B
I
M
は
試
験
版
が
昨
年
度
末

に
公
開
さ
れ
た
ば
か
り
で
、研
究
の
蓄
積

段
階
に
あ
る
。当
市
の
文
化
財
全
般
の
安

全
対
策
や
費
用
対
効
果
、優
先
順
位
等
を

見
極
め
つ
つ
、石
垣
B
I
M
の
活
用
の
成

果
や
自
治
体
で
の
導
入
の
動
き
に
つ
い

て
、動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

新
政
す
わ

代表質問
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

答

問答

答

問

問答 問答問

問答

今
年
の
Ｇ
Ｗ
に
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
案
内

※BIM（ビム）とは、Building Information Modeling（ビルディング・インフォメーション・モデリング）の略称。

※ラーケーションとは、子どもが保護者と一緒に学校外で体験的な学びを行うために取得する休暇のこと。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン※
対
応

型
博
物
館
へ
の
取
組
は

親
子
で
楽
し
め
る
仕
掛

け
や
発
信
を
工
夫
し
、豊

か
な
学
び
の
場
と
な
る
よ

う
検
討
す
る

ク
マ
等
出
没
対
応

問答
国
の
方
針
転
換
を
踏
ま

え
た
ク
マ
対
策
の
強
化
は

緊
急
銃
猟
の
実
施
も
視

野
に
、市
職
員
が
迅
速
に

行
動
し
適
切
に
対
応
で
き

る
よ
う
強
化
を
図
る

文
化
財
保
全
の
推
進

問答
高
島
城
石
垣
へ
の
石
垣

B
I
M（
ビ
ム
）※

を
活
用

し
た
災
害
対
応
は

被
災
状
況
の
可
視
化
に

有
効
だ
が
、導
入
費
用
や

技
術
的
課
題
も
あ
り
、活

用
の
可
能
性
を
注
視
し
つ

つ
検
討
す
る

井上　登

YouTube

日
本
共
産
党
諏
訪
市
議
団

　  

他
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
よ
う
な
水

道
基
本
料
金
の
減
額
は
。

　  

国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、水

道
料
金
の
基
本
料
金
を
減
額
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

検
討
し
た
が
、事
務
手
続
き
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、S
U
W
A
生
活
応
援

ク
ー
ポ
ン
に
よ
る
家
計
支
援
と
し
た
。

　  

負
担
の
公
平
で
は
な
く
、広
く
社
会

全
体
で
支
え
る
べ
き
で
は
。

　  

公
共
施
設
の
う
ち
、公
共
性
が
高
く

市
民
生
活
に
よ
り
密
接
に
関
わ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、社
会
全
体
で
施
設
の
維
持

管
理
経
費
を
賄
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　  

自
治
体
に
よ
っ
て
減
価
償
却
費
は
受

益
者
負
担
の
計
算
か
ら
除
外
し
て
い
る

が
、い
か
が
か
。

　  

原
価
償
却
費
全
て
を
利
用
者
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
は
な
い
。

　  

改
正
の
内
容
は
。

　  

資
本
金
要
件
が
５
０
０
万
円
か
ら
３

千
万
円
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。ほ
か

に
も
１
人
以
上
の
常
勤
職
員
の
雇
用
義

務
、日
本
語
能

力
な
ど
の
要

件
が
設
け
ら

れ
た
。

　  

多
文
化
共

生
に
関
す
る

考
え
は
。

　  

支
援
体
制

を
整
え
て
い

る
。

多
様
性
を
尊
重

し
た
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指

し
て
い
く
。

問答

問答 問答問答

問答 地
域
経
済
、生
活
支
援

公
共
施
設
受
益
者
負
担

外国人経営の飲食店

多
文
化
共
生

問答
経
営
・
管
理
ビ
ザ
厳
格
化

の
現
状
は

昨
年
10
月
、審
査
基
準
改
正

問答
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
の
影

響
へ
の
支
援
は

制
度
資
金
融
資
枠
の
拡

大
、地
域
応
援
券

問答
受
益
者
負
担
の
考
え
の
根
拠
は

利
用
者
、非
利
用
者
と
の
不
均
衡

　  

入
湯
税
と
は
。

　  

鉱
泉
浴
場
が
あ
る
市
町
村
が
課
税
す

る
目
的
税
で
、税
収
は
環
境
衛
生
施
設
、

鉱
泉
源
の
保
護
管
理
施
設
及
び
消
防
施

設
、観
光
施
設
の
整
備
等
の
観
光
振
興
に

要
す
る
費
用
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　  

諏
訪
市
の
入
湯
税
の
税
率
は
。

　  

標
準
税
率
を
採
用
し
、宿
泊
客
に
つ

い
て
１
人
１
泊
に
つ
き
１
５
０
円
、日
帰

入
浴
客
に
つ
い
て
は
70
円
を
課
税
。

　  

入
湯
税
の
使
途
は
。

　  

環
境
衛
生
に
お
い
て
廃
棄
物
処
理
や

公
衆
ト
イ
レ
の
維
持
な
ど
、下
水
道
へ
の

補
助
。観
光
関
連
で
は
全
般
に
わ
た
り
補

助
し
て
い
る
。

　  

入
湯
税
の
今
後
は
。

　  

目
的
税
と
し
て
特
定
規
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、使
途
を
明
確
に
市
民
や
観
光
関

係
団
体
な
ど
の
理
解
を
得
て
有
効
活
用

を
進
め
て
い
く
。

　  

介
護
予
防
教
室
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　  

身
体
機
能
訓
練
や
筋
力
強
化
な
ど
、

脳
ト
レ
、口
腔
機
能
維
持
・
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
予
防
、栄
養
面
に
関
す
る
も
の
な

ど
、総
合
的
に
網
羅
し
て
、ほ
ぼ
毎
日
何

ら
か
の
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

　  

参
加
者
の
感
想
は
。

　  

令
和
６
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、フ

レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
は
、満
足
・
や
や

満
足
を
合
わ
せ
て
99.

６
％
と
高
評
価
で

あ
っ
た
。

　  

今
後
目
指
す
べ
き
方
向
と
課
題
は
。

　  

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
を
通
じ
て
介
護

予
防
を
通
じ
た
地
域
活
動
支
援
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問答問答問答問答 入
湯
税

結

健
康
福
祉
部
の
取
組

問答
介
護
予
防
事
業
の
取
組

は介
護
予
防
教
室
を
実
施

問答
令
和
７
年
度
の
入
湯
税
の

税
収
は

約
６,
８
０
０
万
円

小泉 正幸

YouTube

小山 博子

YouTube

問答 問答 問答

天然温泉のマーク
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♦掲載内容は、主な質問と答弁であり、代表者の文責によるものです。 ※各議員のQRコードから代表質問の動画にリンクできます。

　 

諏
訪
市
博
物
館
の「
さ
わ
っ
て

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
活
用
し
て
〝
親
子
で

遊
び
な
が
ら
学
べ
る
場
〞へ
と
転
換
し
、

探
究
・
体
験
・
振
り
返
り
を
促
す
仕
掛
け

を
整
え
る
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、市
内
完

結
型
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
、親
子

の
学
び
と
対
話
を
広
げ
る
取
組
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　 

本
年
４
月
か
ら
試
行
実
施
し
て
い
る

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、児
童
生
徒
が
保
護

者
等
と
と
も
に
、自
分
ら
し
く
か
つ
楽
し

く
豊
か
な
体
験
を
企
画
し
実
行
す
る
こ

と
を
通
し
て
探
究
的
に
学
び
、自
分
を
見

つ
め
る
機
会
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。す
で
に
取
得
が
始
ま
っ
て
お

り
、計
画
の
立
て
方
に
つ
い
て「
遠
く
へ

行
か
な
く
て
も
学
び
は
身
近
に
あ
る
」と

案
内
し
て
い
る
。市
内
で
の
選
択
肢
拡
充

は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。博
物
館
の
教

育
普
及
を
高
め
る
た
め
に
も
取
組
の
更

新
は
必
要
で
あ
り
、ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
対

応
型
博
物
館
を
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し

て
、親
子
で
楽
し
め
る
仕
掛
け
や
発
信
を

工
夫
し
、豊
か
な
学
び
の
場
と
な
る
よ
う

検
討
す
る
。

　 

国
の
方
針
転
換
を
踏
ま
え
た
ク
マ
対

策
の
強
化
は
。

　 

緊
急
銃
猟
の
実
施
も
視
野
に
、市
職

員
が
迅
速
に
行
動
し
適
切
に
対
応
で
き

る
よ
う
強
化
を
図
る
。

　 

ク
マ
等
出
没
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内

容
と
本
市
の
対
応
は
。

　 

諏
訪
地
域
の
自
治
体
で
初
め
て
策
定

し
た
。人
の
日
常
生
活
圏
に
ク
マ
が
出
没

し
た
際
に
お
け
る
緊
急
銃
猟
の
実
施
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、主
に
市
の
職
員
が

迅
速
に
行
動
し
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ

き
か
に
主
眼
を
置
い
て
定
め
た
。

　 

専
門
人
材
の
確
保・育
成
は
。

　 

猟
友
会
の
新
規
加
入
減
少
と
高
齢
化

を
踏
ま
え
、市
職
員
の
研
修
参
加
に
よ
る

専
門
知
識
の
習
得
に
努
め
る
。猟
友
会
員

以
外
の
狩
猟
免
許
保
有
者
を
ガ
バ
メ
ン

ト
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
や
、

銃
猟
が
可
能
な
警
察
官
へ
の
協
力
要
請

も
視
野
に
入
れ
、人
材
確
保
と
育
成
を
進

め
る
。さ
ら
に
、報
奨
金
は
従
事
者
の
動

機
付
け
と
し
て
重
要
で
あ
る
た
め
、周
辺

自
治
体
と
の
均
衡
を
図
り
つ
つ
、ジ
ビ
エ

搬
入
加
算
や
捕
獲
目
標
達
成
金
を
参
考

に
、危
険
性
に
見
合
う
捕
獲
報
奨
金
を
設

定
し
て
い
く
。対
応
は
、担
当
課
を
中
心

と
し
て
職
員
、猟
友
会
、警
察
へ
出
動
を

要
請
し
、被
害
発
生
対
応
と
同
様
に
、夜

間
及
び
休
日
を
問
わ
ず
連
絡
を
す
る
。

　 

石
垣
の
被
害
は
一
度
発
生
す
る
と
、

復
元
に
は
長
期
間
を
要
し
て
し
ま
う
。石

垣
B
I
M
は
、３
D
デ
ー
タ
か
ら
石
材
を

A
I
で
自
動
識
別
し
、変
形
や
劣
化
の
状

況
を
可
視
化
で
き
る
技
術
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。従
来
の
手
作
業
に
よ
る
図

化
作
業
と
比
べ
、作
業
効
率
が
大
幅
に
向

上
し
、崩
落
リ
ス
ク
の
早
期
発
見
に
も
つ

な
が
る
。活
用
は
ど
う
か
。

　 

石
垣
B
I
M
は
試
験
版
が
昨
年
度
末

に
公
開
さ
れ
た
ば
か
り
で
、研
究
の
蓄
積

段
階
に
あ
る
。当
市
の
文
化
財
全
般
の
安

全
対
策
や
費
用
対
効
果
、優
先
順
位
等
を

見
極
め
つ
つ
、石
垣
B
I
M
の
活
用
の
成

果
や
自
治
体
で
の
導
入
の
動
き
に
つ
い

て
、動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

新
政
す
わ

代表質問
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

答

問答

答

問

問答 問答問

問答

今
年
の
Ｇ
Ｗ
に
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
案
内

※BIM（ビム）とは、Building Information Modeling（ビルディング・インフォメーション・モデリング）の略称。

※ラーケーションとは、子どもが保護者と一緒に学校外で体験的な学びを行うために取得する休暇のこと。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン※

対
応

型
博
物
館
へ
の
取
組
は

親
子
で
楽
し
め
る
仕
掛

け
や
発
信
を
工
夫
し
、豊

か
な
学
び
の
場
と
な
る
よ

う
検
討
す
る

ク
マ
等
出
没
対
応

問答
国
の
方
針
転
換
を
踏
ま

え
た
ク
マ
対
策
の
強
化
は

緊
急
銃
猟
の
実
施
も
視

野
に
、市
職
員
が
迅
速
に

行
動
し
適
切
に
対
応
で
き

る
よ
う
強
化
を
図
る

文
化
財
保
全
の
推
進

問答
高
島
城
石
垣
へ
の
石
垣

B
I
M（
ビ
ム
）※

を
活
用

し
た
災
害
対
応
は

被
災
状
況
の
可
視
化
に

有
効
だ
が
、導
入
費
用
や

技
術
的
課
題
も
あ
り
、活

用
の
可
能
性
を
注
視
し
つ

つ
検
討
す
る

井上　登

YouTube

日
本
共
産
党
諏
訪
市
議
団

　  

他
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
よ
う
な
水

道
基
本
料
金
の
減
額
は
。

　  

国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、水

道
料
金
の
基
本
料
金
を
減
額
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

検
討
し
た
が
、事
務
手
続
き
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、S
U
W
A
生
活
応
援

ク
ー
ポ
ン
に
よ
る
家
計
支
援
と
し
た
。

　  

負
担
の
公
平
で
は
な
く
、広
く
社
会

全
体
で
支
え
る
べ
き
で
は
。

　  

公
共
施
設
の
う
ち
、公
共
性
が
高
く

市
民
生
活
に
よ
り
密
接
に
関
わ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、社
会
全
体
で
施
設
の
維
持

管
理
経
費
を
賄
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　  

自
治
体
に
よ
っ
て
減
価
償
却
費
は
受

益
者
負
担
の
計
算
か
ら
除
外
し
て
い
る

が
、い
か
が
か
。

　  

原
価
償
却
費
全
て
を
利
用
者
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
は
な
い
。

　  
改
正
の
内
容
は
。

　  
資
本
金
要
件
が
５
０
０
万
円
か
ら
３

千
万
円
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。ほ
か

に
も
１
人
以
上
の
常
勤
職
員
の
雇
用
義

務
、日
本
語
能

力
な
ど
の
要

件
が
設
け
ら

れ
た
。

　  

多
文
化
共

生
に
関
す
る

考
え
は
。

　  

支
援
体
制

を
整
え
て
い

る
。

多
様
性
を
尊
重

し
た
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指

し
て
い
く
。

問答

問答 問答問答

問答 地
域
経
済
、生
活
支
援

公
共
施
設
受
益
者
負
担

外国人経営の飲食店

多
文
化
共
生

問答
経
営
・
管
理
ビ
ザ
厳
格
化

の
現
状
は

昨
年
10
月
、審
査
基
準
改
正

問答
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
の
影

響
へ
の
支
援
は

制
度
資
金
融
資
枠
の
拡

大
、地
域
応
援
券

問答
受
益
者
負
担
の
考
え
の
根
拠
は

利
用
者
、非
利
用
者
と
の
不
均
衡

　  

入
湯
税
と
は
。

　  

鉱
泉
浴
場
が
あ
る
市
町
村
が
課
税
す

る
目
的
税
で
、税
収
は
環
境
衛
生
施
設
、

鉱
泉
源
の
保
護
管
理
施
設
及
び
消
防
施

設
、観
光
施
設
の
整
備
等
の
観
光
振
興
に

要
す
る
費
用
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　  

諏
訪
市
の
入
湯
税
の
税
率
は
。

　  

標
準
税
率
を
採
用
し
、宿
泊
客
に
つ

い
て
１
人
１
泊
に
つ
き
１
５
０
円
、日
帰

入
浴
客
に
つ
い
て
は
70
円
を
課
税
。

　  

入
湯
税
の
使
途
は
。

　  

環
境
衛
生
に
お
い
て
廃
棄
物
処
理
や

公
衆
ト
イ
レ
の
維
持
な
ど
、下
水
道
へ
の

補
助
。観
光
関
連
で
は
全
般
に
わ
た
り
補

助
し
て
い
る
。

　  

入
湯
税
の
今
後
は
。

　  

目
的
税
と
し
て
特
定
規
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、使
途
を
明
確
に
市
民
や
観
光
関

係
団
体
な
ど
の
理
解
を
得
て
有
効
活
用

を
進
め
て
い
く
。

　  

介
護
予
防
教
室
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　  

身
体
機
能
訓
練
や
筋
力
強
化
な
ど
、

脳
ト
レ
、口
腔
機
能
維
持
・
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
予
防
、栄
養
面
に
関
す
る
も
の
な

ど
、総
合
的
に
網
羅
し
て
、ほ
ぼ
毎
日
何

ら
か
の
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

　  

参
加
者
の
感
想
は
。

　  

令
和
６
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、フ

レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
は
、満
足
・
や
や

満
足
を
合
わ
せ
て
99.

６
％
と
高
評
価
で

あ
っ
た
。

　  

今
後
目
指
す
べ
き
方
向
と
課
題
は
。

　  

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
を
通
じ
て
介
護

予
防
を
通
じ
た
地
域
活
動
支
援
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問答問答問答問答 入
湯
税

結

健
康
福
祉
部
の
取
組

問答
介
護
予
防
事
業
の
取
組

は介
護
予
防
教
室
を
実
施

問答
令
和
７
年
度
の
入
湯
税
の

税
収
は

約
６,
８
０
０
万
円

小泉 正幸

YouTube

小山 博子

YouTube

問答 問答 問答

天然温泉のマーク
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一般質問
　
　
１
年
経
過
し
て
み
て
の
声
は
。

　
　閲
覧
さ
れ
た
方
か
ら
諏
訪
市
内
開
催

の
イ
ベ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
確
認
で

き
た
と
い
う
声
も
あ
れ
ば
、サ
イ
ト
へ
の

ア
ク
セ
ス
数
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
投
稿
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
団

体
か
ら
は
、閲
覧
数
を
知
り
た
い
と
い
う

要
望
が
あ
る
。

　
　
協
働
事
業
者
と
の
連
携
状
況
は
。

　
　協
働
事
業
社(

株)

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
に

は
、利
用
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
な
ど

を
市
か
ら
、随
時
連
絡
し
て
い
る
。市
に

対
し
て
は
、閲
覧
用
U
R
L
を
通
じ
、利

用
状
況
を
随
時
確
認
で
き
る
仕
組
み
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
　
現
在
諏
訪
市
に
は
い
く
つ
の
区
営

温
泉
が
あ
る
の
か
。

　
　市
か
ら
供
給
し
て
い
る
区
営
温
泉

は
、27
組
合・40
浴
場
。自
己
源
泉
の
区
営

温
泉
は
８
組
合
・
16
浴
場
。合
わ
せ
て
35

組
合・56
浴
場
。

　
　
温
泉
文
化
継
承
の
観
点
と
子
育
て

支
援
と
し
て
、12
歳
以
下
の
子
ど
も
の

区
営
温
泉
費
用
を
支
援
す
る
考
え
は
。

　
　費
用
補
助
の
み
を
子
育
て
支
援
の
柱

と
す
る
こ
と
は
慎
重
に
検
討
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、温
泉
利
用
の
促
進
や
温

泉
文
化
の
継
承
は
理
解
す
る
。地
域
等
の

自
主
的
な
取
組
モ
デ
ル
が
横
展
開
で
き

る
好
事
例
が
あ
れ
ば
紹
介
い
た
だ
き
、共

に
考
え
て
み
た
い
。

　
　
蓼
科
保
養
学
園
の
理
念
を
継
承
し
、

本
年
３
月
に
初
実
施
さ
れ
た
本
事
業
の

評
価
と
課
題
は
。

　
　
小
学
５
年
生
33
名
が
参
加
し
、規
則

正
し
い
集
団
活
動
を
通
じ
て
新
健
康
教

育
の
第
一
歩
と
な
る
成
果
を
得
た
。ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
児
童
全
員
が「
楽
し
か
っ

た
」、９
割
以
上
が「
来
年
の
５
年
生
に
勧

め
た
い
」と
回
答
し
、保
護
者
か
ら
も
ス

マ
ホ
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
か
ら
離
れ
た

環
境
で
の
貴
重
な
体
験
や
子
ど
も
の
成

長
に
高
い
評
価
と
感
謝
が
寄
せ
ら
れ
た
。

一
方
、直
営
の
活
動
拠
点
が
な
い
た
め
、

実
施
時
期
の
制
約
や
、運
営
ス
タ
ッ
フ
の

継
続
的
な
確
保
が
課
題
で
あ
る
。今
後
は

信
州
大
学
か
ら
の
専
門
的
な
調
査
結
果

を
参
考
に
、誰
も
が
安
全
・
安
心
に
参
加

で
き
る
特
徴
的
な
事
業
と
し
て
、着
実
な

改
善
と
充
実
に
努
め
る
。

　
　
指
定
ご
み
袋
の
調
達
状
況
や
価
格
、

学
校・保
育
園
へ
の
影
響
は
。

　
　
指
定
ご
み
袋
は
今
後
約
３
ヶ
月
先

の
供
給
見
通
し
が
立
っ
て
お
り
、通
常
通

り
収
集
す
る
。６
月
以
降
、袋
自
体
の
価

格
は
約
３
割
上
が
る
が
、ご
み
処
理
手
数

料
の
変
更
は
な
い
。学
校
や
保
育
園
へ
の

直
接
の
影
響
は
現
時
点
で
な
い
が
、給
食

用
使
い
捨
て
手
袋
な
ど
の
価
格
上
昇
や

出
荷
停
止
が
見
ら
れ
、今
後
の
調
達
に
懸

念
が
あ
る
。市
民
に
は
必
要
分
の
み
の
購

入
を
呼
び
か
け
、今
後
も
市
民
生
活
や
教

育
活
動
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
努
め
る
。

　
　支
援
や
相
談
な
ど
対
応
は
可
能
か
。

　
　地
域
の
公
園
や
広
場
を
避
難
所
や
防

災
活
動
拠
点
と
し
て
準
備
す
る
こ
と
は
、

住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
非
常
に

効
果
的
な
方
法
だ
が
、柔
軟
な
計
画
、設

備
の
充
実
、そ
し
て
住
民
の
積
極
的
な
参

加
と
協
力
が
鍵
に
な
る
。こ
れ
に
よ
り
、地

域
全
体
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

各
地
域
に
あ
る
市
や
各
区
に
お
い
て
管
理

し
て
い
る
公
園
や
広
場
を
非
常
時
の
際
に

有
効
活
用
し
て
い
く
取
組
に
つ
い
て
は
、

関
係
課
所
と
相
談
、連
携
を
図
り
な
が

ら
、管
理
協
定
や
諸
手
続
き
な
ど
を
行
う

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
　
今
後
の
支
援
に
対
す
る
考
え
は
。

　
　諏
訪
市
移
住
ガ
イ
ド「
す
わ
で
暮
ら

す
」と
い
う
冊
子
を
作
成
し
、移
住
等
の
イ

ベ
ン
ト
で
配
布
す
る
な
ど
活
用
し
て
い
る
。

移
住
情
報
を
は
じ
め
、創
業
支
援
、物
件

情
報
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。関
係
各
課

で
実
施
す
る
多
岐
に
わ
た
る
事
業
と
な
っ

て
い
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
、必
要
と
さ
れ
て
い
る

情
報
を
庁
内
横
断
的
に
提
供
し
、ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
き
た
い
。

　
　上
諏
訪
駅
周
辺
地
区
整
備
基
本
構
想

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、課

題
や
提
言
等
、市
民
の
声
を
受
け
て
の
対

応
と
事
業
の
進
め
方
は
。

　
　
　い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
基
本
計

画
策
定
を
進
め
た
い
。そ
の
中
で
交
通
や

防
災
に
関
す
る
機
能
等
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
行
く
。進
捗
が
遅
い
と
の
声
も
あ

る
が
、市
民
と
対
話
し
つ
つ
質
の
高
い
整

備
計
画
を
目
指
し
、財
源
確
保
・
予
算
の

平
準
化
等
を
鑑
み
な
が
ら
早
期
実
現
へ

丁
寧
か
つ
迅
速
に
取
り
組
む
。

　
　公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

現
在
の
状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　現
在「
基
本
方
針（
案
）」に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。今
後

は
、い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
検
討
し
、審
議

会
へ
諮
っ
た
上
で
12
月
定
例
会
に
条
例
の

改
正
案
を
上
程
し
た
い
。そ
の
上
で
改
め
て

市
民
の
皆
さ
ん
へ
周
知
を
図
り
、ご
理
解
を

い
た
だ
く
中
で
、令
和
９
年
４
月
か
ら
の
新

た
な
料
金
適
用
を
考
え
て
い
る
。 わくわくウィーク in 霧ヶ峰フィールド

が行われた台東区の「霧ヶ峰学園」

温泉は諏訪の宝
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当
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の
状
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の
改
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を
補
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す
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舗

等
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補
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の
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る
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果
等
を
検
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な
が
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エ
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ア
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体
に
展
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し
た
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市
の
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解
は

日
常
的
な
憩
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の
場
で
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と
同
時
に
、災
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に
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や
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検
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一般質問
　
　
１
年
経
過
し
て
み
て
の
声
は
。
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覧
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諏
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ベ
ン
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す
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さ
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。
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携
状
況
は
。

　
　協
働
事
業
社(

株)

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
に

は
、利
用
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
な
ど

を
市
か
ら
、随
時
連
絡
し
て
い
る
。市
に

対
し
て
は
、閲
覧
用
U
R
L
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。

　
　市
か
ら
供
給
し
て
い
る
区
営
温
泉

は
、27
組
合・40
浴
場
。自
己
源
泉
の
区
営
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８
組
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組
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浴
場
。
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営
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。
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検
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は
な
ら
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継
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す
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等
の
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的
な
取
組
モ
デ
ル
が
横
展
開
で
き

る
好
事
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が
あ
れ
ば
紹
介
い
た
だ
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、共

に
考
え
て
み
た
い
。

　
　
蓼
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保
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学
園
の
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を
継
承
し
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本
年
３
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に
初
実
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れ
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事
業
の

評
価
と
課
題
は
。

　
　
小
学
５
年
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が
参
加
し
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正
し
い
集
団
活
動
を
通
じ
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康
教

育
の
第
一
歩
と
な
る
成
果
を
得
た
。ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
児
童
全
員
が「
楽
し
か
っ

た
」、９
割
以
上
が「
来
年
の
５
年
生
に
勧

め
た
い
」と
回
答
し
、保
護
者
か
ら
も
ス

マ
ホ
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
か
ら
離
れ
た

環
境
で
の
貴
重
な
体
験
や
子
ど
も
の
成

長
に
高
い
評
価
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感
謝
が
寄
せ
ら
れ
た
。

一
方
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拠
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な
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や
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続
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課
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充
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指
定
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袋
の
調
達
状
況
や
価
格
、

学
校・保
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園
へ
の
影
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は
。
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袋
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収
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３
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。
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す
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す
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　４
月
１
日
の
か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
再

編
・
縮
小
で
、特
に
子
バ
ス
が
廃
止
さ
れ

た
地
域
か
ら「
困
っ
た
」と
い
う
声
が
た

く
さ
ん
上
が
っ
て
き
た
。市
の
考
え
は
。

　
　「
従
来
通
り
の
定
時
定
路
線
の
か
り

ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
を
希
望
す
る
」と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、真
摯
に
受
け
止
め

て
い
る
。利
用
状
況
の
分
析
、ニ
ー
ズ
の

把
握
、改
善
策
の
検
討
な
ど
を
進
め
、よ

り
使
い
や
す
い
地
域
公
共
交
通
と
な
る

よ
う
、丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　子
バ
ス
を
復
活
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い

う
声
に
応
え
て
い
く
気
持
ち
と
可
能
性
は
。

　
　市
民
の
声
は
大
変
重
要
で
あ
り
、い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
丁
寧
に
受
け
止
め

な
が
ら
、運
行
状
況
や
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
て
今
後
も
利
用
方
法
等
を
丁
寧
に

説
明
し
、安
心
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　登
録
が
で
き
な
い
と
い
う
声
と
、圧

着
面
を
開
い
て
し
ま
っ
て
紙
ク
ー
ポ
ン

と
し
て
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
声
を
よ
く
聞
い
た
。現
時
点
で
の
評

価
は
。

　
　電
子
と
紙
の
併
用
方
式
は
、「
使
い
や

す
さ
」の
点
で
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
っ

た
が
、デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
す
る
た
め

の
一
助
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　説
明
会
、周
知
、サ
ポ
ー
ト
体
制
は
十

分
だ
っ
た
か
疑
問
が
あ
る
が
、い
か
が
か
。

　
　３
日
間
の
説
明
会
の
後
も
、サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
で
の
電
話
対
応

の
ほ
か
、市
役
所
窓
口
で
最
終
日
ま
で
担

当
者
が
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
。周
知
に

つ
い
て
は
、広

報
す
わ
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
ほ
か
、新

聞
記
事
に
し

て
も
ら
い
、可

能
な
限
り
必

要
な
周
知
を

実
施
し
た
。

　
　こ
れ
ま
で
の
対
策
と
そ
の
効
果
、評

価
は
。

　
　諏
訪
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
園
駐

車
場
と
周
辺
道
路
状
況
を
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
で
配
信
し
、観
光
課
と
連
携
し
て
作
成

し
た
混
雑
予
想
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し

た
情
報
提
供
を
し
て
、分
散
し
た
来
訪
の

呼
び
か
け
を
行
っ
た
。対
策
の
検
証
と
し

て
、交
通
集
中
に
よ
る
近
隣
へ
の
影
響
は

改
善
を
図
れ
た
も
の
の
、迂
回
案
内
の
場

所
や
看
板
等
の
表
示
に
課
題
が
残
っ
た
。

関
係
者
か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

　
　立
石
さ
く
ら
広
場
の
桜
の
木
は
ど
う

す
る
の
か
。

　
　桜
を
一
部
残
し
て
ほ
し
い
と
地
元
か

ら
の
意
向
を
踏
ま
え
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
と

桜
の
共
存
に
つ
い
て
、測
量
・
設
計
業
務

を
検
討
す
る
。

　
　駐
車
場
の
完
成
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　
　入
札
や
工
事
が
順
調
に
進
む
通
常
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
令
和
９
年
秋
頃
の
完

成
を
想
定
。

　
　現
状
の
認
識
と
今
後
の
展
望
は
。

　
　地
域
公
共
交
通
会
議
及
び
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
を
中
心
に
住
民
の

意
見
・
要
望
を
把
握
し
、関
係
機
関
と
調

整
し
な
が
ら
課
題
や
利
用
実
態
等
を
検

証
し
た
。地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ

き
、チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
や
、か

り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
、デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど

を
相
互
に
連
携
さ
せ
各
交
通
手
段
を
よ

り
良
い
も
の
と
す
る
よ
う
進
め
る
。

　
　
豊
田
小
学
校
１
学
年
の
学
級
編
成

見
直
し（
２
ク
ラ
ス
編
制
）を
検
討
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

　
　
現
行
の
基
準
で
あ
れ
ば
、児
童
数
が

35
人
を
超
え
な
い
限
り
１
学
級
の
編
制

と
な
る
。県
で
は
、児
童
数
が
30
人
を
超

え
る
場
合
、学
習
習
慣
形
成
支
援
と
し
て

教
員
を
１
名
加
配
し
て
い
る
。教
室
の
面

積
に
つ
い
て
は
、他
の
小
学
校
の
普
通
教

室
と
同
程
度
、学
校
の
実
情
や
県
の
動
向

を
把
握
し
つ
つ
、児
童
の
安
全
と
学
び
の

保
障
の
た
め
、市
と
し
て
で
き
る
人
的
な

体
制
整
備
、ま
た
教
室
空
間
の
工
夫
や
他

の
教
室
等
の
活
用
な
ど
の
環
境
整
備
に
、

学
校
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
意
見
交
換
の
場
を
定
期
的
に
設
け

て
、支
援
や
対
応
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

　
　
地
域
活
用
や
交
流
拠
点
・
災
害
時

の
避
難
所
・
子
育
て
支
援
の
観
点
は
。

　
　
こ
の
園
舎
を
単
に
そ
の
ま
ま
維
持
す

る
の
で
は
な
く
、で
き
る
限
り
有
効
に
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。今
後
は
、行
政

の
立
場
か
ら
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
整

理
が
で
き
次
第
、そ
の
方
向
性
を
地
元
地

区
に
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
。そ

の
際
に
は
、広
く
地
域
の
皆
様
の
ご
要
望

な
ど
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、施

設
の
利
用
方
法
を
協
議
し
て
い
く
。

　
　家
庭
系
ご
み
の
状
況
は
。

　
　燃
や
す
ご
み
総
量
は
１
万
１,
０
３
１

ｔ
、前
年
度
比
３.

８
％
減
、そ
の
内
家
庭
系

ご
み
は
５,
９
２
４
ｔ
、前
年
度
比
５.

７
％

減
。減
の
要
因
は
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
資
源
物
と
し
て
の
回
収
に
よ
る
も
の
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
　各
地
区
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
巡
回

指
導
の
状
況
は
。

　
　今
年
度
は
６
月
中
に
37
地
区
１
９
０

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
予
定
。

　
　リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
ボ
ト
ル
に
よ
る
使
用

済
み
食
用
油
回
収
事
業
の
概
要
は
。

　
　繰
り
返
し
利
用
可
能
な
廃
食
油
専
用

ボ
ト
ル
を
貸
出
し
回
収
す
る
と
い
う
も
の

で
令
和
７
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
　回
収
さ
れ
た
食
用
油
は
ど
の
よ
う
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
回
収
業
者
を
通
じ
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
と
し
て
再
資
源
化
さ
れ
航
空
燃
料

等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　家
庭
科
の
授
業
で
防
災
頭
巾
を
作
成

し
て
は
ど
う
か
。

　
　限
ら
れ
た
授
業
時
数
で
は
困
難
。

　
　
　
折
り
畳
み
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
メ
リ
ッ
ト・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
か

と
思
う
が
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ぜ
ひ

予
算
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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　４
月
１
日
の
か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
再

編
・
縮
小
で
、特
に
子
バ
ス
が
廃
止
さ
れ

た
地
域
か
ら「
困
っ
た
」と
い
う
声
が
た

く
さ
ん
上
が
っ
て
き
た
。市
の
考
え
は
。
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時
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の
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バ
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」と
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声

が
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せ
ら
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て
お
り
、真
摯
に
受
け
止
め

て
い
る
。利
用
状
況
の
分
析
、ニ
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ズ
の

把
握
、改
善
策
の
検
討
な
ど
を
進
め
、よ

り
使
い
や
す
い
地
域
公
共
交
通
と
な
る

よ
う
、丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　子
バ
ス
を
復
活
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い

う
声
に
応
え
て
い
く
気
持
ち
と
可
能
性
は
。

　
　市
民
の
声
は
大
変
重
要
で
あ
り
、い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
丁
寧
に
受
け
止
め

な
が
ら
、運
行
状
況
や
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
て
今
後
も
利
用
方
法
等
を
丁
寧
に

説
明
し
、安
心
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　登
録
が
で
き
な
い
と
い
う
声
と
、圧

着
面
を
開
い
て
し
ま
っ
て
紙
ク
ー
ポ
ン

と
し
て
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
声
を
よ
く
聞
い
た
。現
時
点
で
の
評

価
は
。

　
　電
子
と
紙
の
併
用
方
式
は
、「
使
い
や

す
さ
」の
点
で
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
っ

た
が
、デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
す
る
た
め

の
一
助
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　説
明
会
、周
知
、サ
ポ
ー
ト
体
制
は
十

分
だ
っ
た
か
疑
問
が
あ
る
が
、い
か
が
か
。

　
　３
日
間
の
説
明
会
の
後
も
、サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
で
の
電
話
対
応

の
ほ
か
、市
役
所
窓
口
で
最
終
日
ま
で
担

当
者
が
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
。周
知
に

つ
い
て
は
、広

報
す
わ
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
ほ
か
、新

聞
記
事
に
し

て
も
ら
い
、可

能
な
限
り
必

要
な
周
知
を

実
施
し
た
。

　
　こ
れ
ま
で
の
対
策
と
そ
の
効
果
、評

価
は
。

　
　諏
訪
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
園
駐

車
場
と
周
辺
道
路
状
況
を
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
で
配
信
し
、観
光
課
と
連
携
し
て
作
成

し
た
混
雑
予
想
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し

た
情
報
提
供
を
し
て
、分
散
し
た
来
訪
の

呼
び
か
け
を
行
っ
た
。対
策
の
検
証
と
し

て
、交
通
集
中
に
よ
る
近
隣
へ
の
影
響
は

改
善
を
図
れ
た
も
の
の
、迂
回
案
内
の
場

所
や
看
板
等
の
表
示
に
課
題
が
残
っ
た
。

関
係
者
か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

　
　立
石
さ
く
ら
広
場
の
桜
の
木
は
ど
う

す
る
の
か
。

　
　桜
を
一
部
残
し
て
ほ
し
い
と
地
元
か

ら
の
意
向
を
踏
ま
え
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
と

桜
の
共
存
に
つ
い
て
、測
量
・
設
計
業
務

を
検
討
す
る
。

　
　駐
車
場
の
完
成
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　
　入
札
や
工
事
が
順
調
に
進
む
通
常
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
令
和
９
年
秋
頃
の
完

成
を
想
定
。

　
　現
状
の
認
識
と
今
後
の
展
望
は
。

　
　地
域
公
共
交
通
会
議
及
び
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
を
中
心
に
住
民
の

意
見
・
要
望
を
把
握
し
、関
係
機
関
と
調

整
し
な
が
ら
課
題
や
利
用
実
態
等
を
検

証
し
た
。地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ

き
、チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
や
、か

り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
、デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど

を
相
互
に
連
携
さ
せ
各
交
通
手
段
を
よ

り
良
い
も
の
と
す
る
よ
う
進
め
る
。

　
　
豊
田
小
学
校
１
学
年
の
学
級
編
成

見
直
し（
２
ク
ラ
ス
編
制
）を
検
討
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

　
　
現
行
の
基
準
で
あ
れ
ば
、児
童
数
が

35
人
を
超
え
な
い
限
り
１
学
級
の
編
制

と
な
る
。県
で
は
、児
童
数
が
30
人
を
超

え
る
場
合
、学
習
習
慣
形
成
支
援
と
し
て

教
員
を
１
名
加
配
し
て
い
る
。教
室
の
面

積
に
つ
い
て
は
、他
の
小
学
校
の
普
通
教

室
と
同
程
度
、学
校
の
実
情
や
県
の
動
向

を
把
握
し
つ
つ
、児
童
の
安
全
と
学
び
の

保
障
の
た
め
、市
と
し
て
で
き
る
人
的
な

体
制
整
備
、ま
た
教
室
空
間
の
工
夫
や
他

の
教
室
等
の
活
用
な
ど
の
環
境
整
備
に
、

学
校
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
意
見
交
換
の
場
を
定
期
的
に
設
け

て
、支
援
や
対
応
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

　
　
地
域
活
用
や
交
流
拠
点
・
災
害
時

の
避
難
所
・
子
育
て
支
援
の
観
点
は
。

　
　
こ
の
園
舎
を
単
に
そ
の
ま
ま
維
持
す

る
の
で
は
な
く
、で
き
る
限
り
有
効
に
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。今
後
は
、行
政

の
立
場
か
ら
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
整

理
が
で
き
次
第
、そ
の
方
向
性
を
地
元
地

区
に
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
。そ

の
際
に
は
、広
く
地
域
の
皆
様
の
ご
要
望

な
ど
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、施

設
の
利
用
方
法
を
協
議
し
て
い
く
。

　
　家
庭
系
ご
み
の
状
況
は
。

　
　燃
や
す
ご
み
総
量
は
１
万
１,
０
３
１

ｔ
、前
年
度
比
３.

８
％
減
、そ
の
内
家
庭
系

ご
み
は
５,
９
２
４
ｔ
、前
年
度
比
５.

７
％

減
。減
の
要
因
は
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
資
源
物
と
し
て
の
回
収
に
よ
る
も
の
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
　各
地
区
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
巡
回

指
導
の
状
況
は
。

　
　今
年
度
は
６
月
中
に
37
地
区
１
９
０

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
予
定
。

　
　リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
ボ
ト
ル
に
よ
る
使
用

済
み
食
用
油
回
収
事
業
の
概
要
は
。

　
　繰
り
返
し
利
用
可
能
な
廃
食
油
専
用

ボ
ト
ル
を
貸
出
し
回
収
す
る
と
い
う
も
の

で
令
和
７
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
　回
収
さ
れ
た
食
用
油
は
ど
の
よ
う
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
回
収
業
者
を
通
じ
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
と
し
て
再
資
源
化
さ
れ
航
空
燃
料

等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　家
庭
科
の
授
業
で
防
災
頭
巾
を
作
成

し
て
は
ど
う
か
。

　
　限
ら
れ
た
授
業
時
数
で
は
困
難
。

　
　
　
折
り
畳
み
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
メ
リ
ッ
ト・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
か

と
思
う
が
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ぜ
ひ

予
算
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

駐車場が増設される
「立石さくら広場」

一般質問

立
石
公
園
駐
車
場
増
設

か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス

休
園
利
活
用

問答

ご
み
問
題

問問 答答

問答 問問 答答

問答

問問 答答

問答 問答問答 答

問問 答答答 問問

「誰一人取り残さない」クーポン券に

要
望

有
効
な
活
用
を
図
っ
て
い
く

文
出
保
育
園
の
利
活
用
に

つ
い
て

問答
各
都
道
府
県
の
教
育
委

員
会
が
基
準
を
定
め
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る

公
立
小
学
校
低
学
年
の
小

規
模
学
級
の
目
的
に
つ
い
て

折
り
畳
み
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト

問答
前
年
度
比
38
％
増
、増
の

要
因
は
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
回
収
に
よ
る

令
和
７
年
度
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
回
収
状
況
は

問答
有
効
な
防
災
用
具
と
認

識
し
て
い
る

小
中
学
校
児
童
・
生
徒
用

折
り
畳
み
防
災
ヘ
ル
メ

ッ
ト
は
必
要
か

Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン

問答
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
す

る
た
め
の一助
と
な
っ
た

現
時
点
で
の
評
価
は

問答
近
隣
住
民
の
影
響
低
減
の

取
組
を
行
っ
て
い
る

交
通
規
制
緩
和
対
策
の

検
証
は

問答
復
活
を
求
め
る
署
名
活
動
が

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
把
握

従
来
通
り
の
定
時
定
路
線
の

か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
を
希
望

す
る
要
望
活
動
が
あ
る
が

教 
育

問答
子
バ
ス
復
活
要
望
に
応
え

る
気
持
ち
と
可
能
性
は

ご
意
見
を
丁
寧
に
受
け

止
め
、丁
寧
に
説
明
す
る

大津　学

YouTube

か
り
ん
ち
ゃ
ん
子
バ
ス

東
山
線
廃
止
の
影
響

横山　真

YouTube

家庭ごみ収集カレンダーより
リターナブルボトル

休園している文出保育園

岩波 万佐巳

YouTube

牛山 実弦

YouTube

♦掲載内容は、主な質問と答弁であり、質問者の文責によるものです。 ※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。

要
望
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議会改革アドバイザー委嘱状
交付式を行いました！

　諏訪市議会は４月30日、議員の資質向上とさらなる議会改革の実現に向け、茨城県取手市の中村市
長も出席する中、オンライン形式にて岩﨑弘宜氏への「議会改革アドバイザー」委嘱状交付式を埼玉県
宮代町議会、青森県野辺地町議会との合同開催で行いました。今回の委嘱は、一昨年度から数えて３年
目となります。
　式の中で牛山正議長は、これまでの成果としてハラスメント根絶及び防止条例の制定などを挙げ、継
続的な指導への期待を述べました。これに対し岩﨑氏からは「一人でも多くの市民に『議会は私たちの
ためにある』と思ってもらえる改革を共に進めたい」と力強い決意が語られました。今後も市民に信頼さ
れる開かれた議会を目指し、改革を推進してまいります。

　
　
こ
の
応
援
券
は
福
利
厚
生
に
も
使

え
、飲
食
部
門
で
１
３
９
件
、旅
行
観
光
部

門
で
11
件
、合
計
約
３,
２
３
２
万
円（
う

ち
税
金
支
出
分
は
約
１,
２
６
６
万
円
）の

利
用
が
あ
っ
た
。家
庭
で
は
家
計
が
苦
し

く
な
っ
た
ら
優
先
順
位
を
つ
け
水
道
光
熱

費
や
学
費
等
を
支
払
う
。余
裕
が
な
け
れ

ば
外
食
や
旅
行
は
我
慢
す
る
。ま
た
市
内

の
Ｌ
Ｄ
教
室（
指
導
通
級
教
室
）の
予
算
は

年
間
で
６
千
円
し
か
な
く
先
生
は
自
費
で

教
材
を
購
入
す
る
状
況
。議
場
で
予
算
増

額
を
訴
え
今
年
の
予
算
は
８
千
円
に
な
っ

た
が
市
の
財
政
と
し
て
た
っ
た
２
千
円
し

か
上
げ
ら
れ
な
い
現
状
。こ
の
状
況
で
飲

食・旅
行
観
光
部
門
利
用
の
た
め
に
約
１,

２
６
６
万
円
の
税
金
が
投
入
さ
れ
る
こ
と

を
市
民
は
ど
う
感
じ
る
と
思
う
か
。

　
　需
要
喚
起
と
消
費
下
支
え
に
お
い
て

妥
当
と
考
え
る
。

　
　窓
口
負
担
ゼ
ロ
だ
と
新
た
に
４
千
万

円
の
財
政
負
担
が
生
じ
る
。個
人
に
薄
く

配
る
の
で
は
な
く
税
金
で
し
か
で
き
な

い
こ
と（
道
路
や
上
下
水
道
等
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
保
育
園
舎
充
実
等
）に
使
っ
て
ほ

し
い
が
、い
か
が
か
。

　
　議
員
の
所
見
に
は
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ

の
意
思
を
感
じ
る
。窓
口
負
担
は
制
度
の

持
続
可
能
の
た
め
に
必
要
な
負
担
と
考

え
る
。

問答

問答
受
診
者
も
医
療
を
支
え

る
、応
分
負
担
意
識
は
あ

っ
て
ほ
し
い

窓
口
負
担
５
０
０
円
に
つ

い
て
の
考
え
方
は

問答

税金はどう使われるべき？

事
業
後
の
検
証
は

一定
の
経
済
効
果
が
あ
る

問答

議会
TO

PI
CS

　
　令
和
９
年
の
リ
ハ
大
会
に
向
け
て
、

ハ
ー
ド
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　
　ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
は
湾
内
し
ゅ
ん
せ

つ
工
事・新
管
理
棟
建
設
工
事・新
ス
ロ
ー

プ
建
設
工
事
。ス
タ
ジ
ア
ム
は
ラ
バ
ー

フ
ェ
ン
ス
等
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
等
改
修
工
事

の
予
定
。現
在
設
計
準
備
中
、秋
頃
の
着
工

を
目
指
す
。

　
　市
民
・
関
係
機
関
へ
の
告
知
や
保
管

船
の
保
管
場
所・利
用
料
の
減
免
措
置
は
。

　
　グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
は
制
限
し
な

い
。ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
通
年
利
用
者
に

は
、整
備
工
事・リ
ハ
大
会・本
大
会
に
つ

い
て
例
年
３
月
の
更
新
案
内
で
通
知
。

　
湾
内
出
航
は
本
年
９
月
末
ま
で
、以
降

は
不
可
。陸
置
き
は
来
年
３
月
末
ま
で
、

船
舶
保
管
場
所
の
確
保
や
利
用
料
の
減

免
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
観
光
地
の
駐
車
場
確
保
に
つ
い

て
、他
市
で
は
理
事
者
が
直
接
お
願
い
に

上
が
り
確
保
で
き
た
実
績
が
あ
る
。当
市

と
し
て
本
気
度
合
い
を
見
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　公
園
駐
車
場
の
有
料
化
は
。

　
　収
益
改
善
や
車
利
用
の
抑
制
の
プ
ラ

ス
効
果
と
、利
用
者
の
反
発
や
公
平
性
の

問
題
が
あ
る
。

　
　
　
観
光
地
の
駐
車
場
有
料
は
当
た

り
前
。観
光
客
か
ら
頂
い
た
駐
車
料
を
市

民
サ
ー
ビ
ス
へ
。

信
州
や
ま
な
み
国
ス
ポ

問問 答答

問答

諏訪湖ヨットハーバー

問答
毎
年
定
期
的
に
面
会
し
、コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る

立
石
公
園
近
く
に
土
地
を
所

有
す
る
民
間
企
業
に
市
長
は

お
願
い
に
行
か
な
か
っ
た
の
か

問答
セ
ー
リ
ン
グ
競
技・軟
式

野
球
競
技
・ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
競
技

市
内
で
行
わ
れ
る
大
会
の

競
技
は

観
光
地
と
し
て
の

諏
訪
市
の
駐
車
場

事
業
者
間
取
引
を
支
援
す

る
地
域
応
援
券
に
つ
い
て

す
わ
っ
こ
ラ
ン
ド
の

大
幅
な
使
用
料
改
定

福
祉
医
療
費
給
付
金

制
度
の
窓
口
負
担

高木 智子

YouTube

　
　使
用
料
平
日
６
３
０
円
が
９
５
０
円

（
50
．８
％
の
値
上
げ
率
）に
、新
た
に
、土
日

祝
日
、年
末
年
始
、７
月
〜
８
月
は
１,
２
０

０
円（
90
．５
％
の
値
上
げ
率
）と
な
っ
て
お

り
、改
定
幅
が
大
き
す
ぎ
な
い
か
。

　
　使
用
料
は
、指
定
管
理
者
が
設
定
で

き
る
利
用
料
金
の
上
限
で
あ
り
、入
館
者

が
支
払
う
実
際
の
利
用
料
金
は
、使
用
料

の
範
囲
内
で
次
期
指
定
管
理
者
が
市
の

承
認
を
得
て
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
。市

と
し
て
は
使
用
料
検
討
委
員
会
に
お
い

て
検
討
い
た
だ
い
た
答
申
の
内
容
を
重

く
受
け
止
め
、利
用
者
へ
の
影
響
に
も
十

分
に
配
慮
し
、急
激
な
負
担
増
加
と
な
ら

な
い
よ
う
、指
定
管
理
者
と
も
協
議
を
し

な
が
ら
丁
寧
に
進
め
て
い
く
。

　
　プ
ー
ル
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、温

泉
の
利
用
場
所
ご
と
に
利
用
料
金
設
定
を
。

　
　施
設
を
一
体
的
に
利
用
す
る
こ
と
を

前
提
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。利
用
区
分
ご

と
に
料
金
を
設
定
す
る
場
合
は
、新
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
人
員
の
追
加
配
置
、施
設

の
改
修
が
必
要
と
な
る
。利
用
実
態
に
応

じ
た
負
担
の
あ
り
方
は
検
討
す
べ
き
課

題
で
あ
る
。施
設
構
造
や
管
理
運
営
上
の

課
題
を
踏
ま
え
、今
後
の
研
究
課
題
と
し

て
取
り
組
む
。

一般質問
問問 答

プール利用料金とトレーニングルーム
利用料金を分けることを提案します

問答
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

施
設
内
の
掲
示
な
ど
で
周

知
を
図
る

利
用
者
に
対
す
る
説
明
は

問答
関
心
の
あ
る
自
治
体
を
ア

プ
リ
で
登
録
す
る
こ
と

で
、そ
の
自
治
体
か
ら
の

情
報
提
供
や
地
域
で
の
担

い
手
活
動
へ
の
参
加
機
会

が
得
ら
れ
る
仕
組
み

制
度
の
概
要
は

森山 博美

YouTube

近藤 一美

YouTube

詳しくは
こちらから！

答

♦掲載内容は、主な質問と答弁であり、質問者の文責によるものです。 ※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。

要
望

要
望

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
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議会改革アドバイザー委嘱状
交付式を行いました！

　諏訪市議会は４月30日、議員の資質向上とさらなる議会改革の実現に向け、茨城県取手市の中村市
長も出席する中、オンライン形式にて岩﨑弘宜氏への「議会改革アドバイザー」委嘱状交付式を埼玉県
宮代町議会、青森県野辺地町議会との合同開催で行いました。今回の委嘱は、一昨年度から数えて３年
目となります。
　式の中で牛山正議長は、これまでの成果としてハラスメント根絶及び防止条例の制定などを挙げ、継
続的な指導への期待を述べました。これに対し岩﨑氏からは「一人でも多くの市民に『議会は私たちの
ためにある』と思ってもらえる改革を共に進めたい」と力強い決意が語られました。今後も市民に信頼さ
れる開かれた議会を目指し、改革を推進してまいります。

　
　
こ
の
応
援
券
は
福
利
厚
生
に
も
使

え
、飲
食
部
門
で
１
３
９
件
、旅
行
観
光
部

門
で
11
件
、合
計
約
３,
２
３
２
万
円（
う

ち
税
金
支
出
分
は
約
１,
２
６
６
万
円
）の

利
用
が
あ
っ
た
。家
庭
で
は
家
計
が
苦
し

く
な
っ
た
ら
優
先
順
位
を
つ
け
水
道
光
熱

費
や
学
費
等
を
支
払
う
。余
裕
が
な
け
れ

ば
外
食
や
旅
行
は
我
慢
す
る
。ま
た
市
内

の
Ｌ
Ｄ
教
室（
指
導
通
級
教
室
）の
予
算
は

年
間
で
６
千
円
し
か
な
く
先
生
は
自
費
で

教
材
を
購
入
す
る
状
況
。議
場
で
予
算
増

額
を
訴
え
今
年
の
予
算
は
８
千
円
に
な
っ

た
が
市
の
財
政
と
し
て
た
っ
た
２
千
円
し

か
上
げ
ら
れ
な
い
現
状
。こ
の
状
況
で
飲

食・旅
行
観
光
部
門
利
用
の
た
め
に
約
１,

２
６
６
万
円
の
税
金
が
投
入
さ
れ
る
こ
と

を
市
民
は
ど
う
感
じ
る
と
思
う
か
。

　
　需
要
喚
起
と
消
費
下
支
え
に
お
い
て

妥
当
と
考
え
る
。

　
　窓
口
負
担
ゼ
ロ
だ
と
新
た
に
４
千
万

円
の
財
政
負
担
が
生
じ
る
。個
人
に
薄
く

配
る
の
で
は
な
く
税
金
で
し
か
で
き
な

い
こ
と（
道
路
や
上
下
水
道
等
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
保
育
園
舎
充
実
等
）に
使
っ
て
ほ

し
い
が
、い
か
が
か
。

　
　議
員
の
所
見
に
は
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ

の
意
思
を
感
じ
る
。窓
口
負
担
は
制
度
の

持
続
可
能
の
た
め
に
必
要
な
負
担
と
考

え
る
。

問答

問答
受
診
者
も
医
療
を
支
え

る
、応
分
負
担
意
識
は
あ

っ
て
ほ
し
い

窓
口
負
担
５
０
０
円
に
つ

い
て
の
考
え
方
は

問答

税金はどう使われるべき？

事
業
後
の
検
証
は

一定
の
経
済
効
果
が
あ
る

問答

議会
TO

PI
CS

　
　令
和
９
年
の
リ
ハ
大
会
に
向
け
て
、

ハ
ー
ド
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　
　ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
は
湾
内
し
ゅ
ん
せ

つ
工
事・新
管
理
棟
建
設
工
事・新
ス
ロ
ー

プ
建
設
工
事
。ス
タ
ジ
ア
ム
は
ラ
バ
ー

フ
ェ
ン
ス
等
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
等
改
修
工
事

の
予
定
。現
在
設
計
準
備
中
、秋
頃
の
着
工

を
目
指
す
。

　
　市
民
・
関
係
機
関
へ
の
告
知
や
保
管

船
の
保
管
場
所・利
用
料
の
減
免
措
置
は
。

　
　グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
は
制
限
し
な

い
。ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
通
年
利
用
者
に

は
、整
備
工
事・リ
ハ
大
会・本
大
会
に
つ

い
て
例
年
３
月
の
更
新
案
内
で
通
知
。

　
湾
内
出
航
は
本
年
９
月
末
ま
で
、以
降

は
不
可
。陸
置
き
は
来
年
３
月
末
ま
で
、

船
舶
保
管
場
所
の
確
保
や
利
用
料
の
減

免
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
観
光
地
の
駐
車
場
確
保
に
つ
い

て
、他
市
で
は
理
事
者
が
直
接
お
願
い
に

上
が
り
確
保
で
き
た
実
績
が
あ
る
。当
市

と
し
て
本
気
度
合
い
を
見
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　公
園
駐
車
場
の
有
料
化
は
。

　
　収
益
改
善
や
車
利
用
の
抑
制
の
プ
ラ

ス
効
果
と
、利
用
者
の
反
発
や
公
平
性
の

問
題
が
あ
る
。

　
　
　
観
光
地
の
駐
車
場
有
料
は
当
た

り
前
。観
光
客
か
ら
頂
い
た
駐
車
料
を
市

民
サ
ー
ビ
ス
へ
。

信
州
や
ま
な
み
国
ス
ポ

問問 答答

問答

諏訪湖ヨットハーバー

問答
毎
年
定
期
的
に
面
会
し
、コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る

立
石
公
園
近
く
に
土
地
を
所

有
す
る
民
間
企
業
に
市
長
は

お
願
い
に
行
か
な
か
っ
た
の
か

問答
セ
ー
リ
ン
グ
競
技・軟
式

野
球
競
技
・ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
競
技

市
内
で
行
わ
れ
る
大
会
の

競
技
は

観
光
地
と
し
て
の

諏
訪
市
の
駐
車
場

事
業
者
間
取
引
を
支
援
す

る
地
域
応
援
券
に
つ
い
て

す
わ
っ
こ
ラ
ン
ド
の

大
幅
な
使
用
料
改
定

福
祉
医
療
費
給
付
金

制
度
の
窓
口
負
担

高木 智子

YouTube

　
　使
用
料
平
日
６
３
０
円
が
９
５
０
円

（
50
．８
％
の
値
上
げ
率
）に
、新
た
に
、土
日

祝
日
、年
末
年
始
、７
月
〜
８
月
は
１,
２
０

０
円（
90
．５
％
の
値
上
げ
率
）と
な
っ
て
お

り
、改
定
幅
が
大
き
す
ぎ
な
い
か
。

　
　使
用
料
は
、指
定
管
理
者
が
設
定
で

き
る
利
用
料
金
の
上
限
で
あ
り
、入
館
者

が
支
払
う
実
際
の
利
用
料
金
は
、使
用
料

の
範
囲
内
で
次
期
指
定
管
理
者
が
市
の

承
認
を
得
て
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
。市

と
し
て
は
使
用
料
検
討
委
員
会
に
お
い

て
検
討
い
た
だ
い
た
答
申
の
内
容
を
重

く
受
け
止
め
、利
用
者
へ
の
影
響
に
も
十

分
に
配
慮
し
、急
激
な
負
担
増
加
と
な
ら

な
い
よ
う
、指
定
管
理
者
と
も
協
議
を
し

な
が
ら
丁
寧
に
進
め
て
い
く
。

　
　プ
ー
ル
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、温

泉
の
利
用
場
所
ご
と
に
利
用
料
金
設
定
を
。

　
　施
設
を
一
体
的
に
利
用
す
る
こ
と
を

前
提
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。利
用
区
分
ご

と
に
料
金
を
設
定
す
る
場
合
は
、新
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
人
員
の
追
加
配
置
、施
設

の
改
修
が
必
要
と
な
る
。利
用
実
態
に
応

じ
た
負
担
の
あ
り
方
は
検
討
す
べ
き
課

題
で
あ
る
。施
設
構
造
や
管
理
運
営
上
の

課
題
を
踏
ま
え
、今
後
の
研
究
課
題
と
し

て
取
り
組
む
。

一般質問
問問 答

プール利用料金とトレーニングルーム
利用料金を分けることを提案します

問答
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

施
設
内
の
掲
示
な
ど
で
周

知
を
図
る

利
用
者
に
対
す
る
説
明
は

問答
関
心
の
あ
る
自
治
体
を
ア

プ
リ
で
登
録
す
る
こ
と

で
、そ
の
自
治
体
か
ら
の

情
報
提
供
や
地
域
で
の
担

い
手
活
動
へ
の
参
加
機
会

が
得
ら
れ
る
仕
組
み

制
度
の
概
要
は

森山 博美

YouTube

近藤 一美

YouTube

詳しくは
こちらから！

答

♦掲載内容は、主な質問と答弁であり、質問者の文責によるものです。 ※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。

要
望

要
望

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
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マニフェストスイッチ

政治姿勢が一目でわかる
「政策分野注力度」による可視化

詳しくはこちらをご覧ください→

市民一人ひとり
考え方は人それぞれです。
自分の思いに寄り添う議員を

探してみましょう。

1.近藤一美議員

各議員の「政策注力分野」を
ご覧ください。

社会保障
税財政・財政再建
産業政策
労働
社会資本整備
環境・エネルギー
教育・子育て
行政・議会改革
農林漁業
安全・防災・震災復興

政策注力分野

2.森山博美議員

3.藤森靖明議員

さらに具体的な考え、政策は、
各議員の2次元バーコード
からご覧いただけます。
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4.藤森綾子議員

5.岩波万佐巳議員

6.吉澤美樹郎議員

7.牛山実弦議員

8.小泉正幸議員

9.高木智子議員

10.大津　学議員

11.横山　真議員

12.小山博子議員

13.牛山　正議員

14.伊藤浩平議員

15.井上　登議員

予算を100ポイントもっていると
したときに、政策10分野にどう
割り振るかを聞いたもので、各分
野への政治姿勢が一目でわかり
ます。

マニフェストスイッチ諏訪市議会

マニフェストスイッチとは
2015年4月の統一地方選挙からスタートした、全国の政治家にマニフェスト（公約）の共通フォーマッ
トを提案し、わかりやすく見やすい形で政策を公開・利活用（オープンデータ化）する早稲田大学マニ
フェスト研究所のプロジェクトです（現在は早稲田大学デモクラシー創造研究所が活動を引き継ぎ）。

　市議会の役割は、住民の代表として①市政運営の最終決定
②行政の監視・チェック③多様な要望や意見をくみ取り市政に
反映させる、の大きく3つです。
　諏訪市議会は「市民に開かれた議会」を目指して議会改革に
取り組み、議会改革アドバイザーを委嘱して研修を重ね、議会
基本条例やハラスメント根絶及び防止条例を制定したり、情報
公開を進めたり、市民との直接対話を増やしたりしてきました。
　諏訪市議会は15人の議員が「よりよい諏訪市」を胸に、それ
ぞれの得意分野で力を発揮する「ワンチーム」で市政運営に携
わっています。
　任期も残り9ヶ月となりました。市民のみなさんには、各議員
が掲げたマニフェスト（公約）にあらためて立ち返り、「よりよい
諏訪市」のために、次の選択に向けて考えていただければと思
います。

マニフェストの公開
諏訪市議会では、諏訪市議会基本条例第2条第1号にうたう「公平性及び透明性」を確保し、「市民に開
かれた議会」をさらに目指すため、このマニフェストスイッチを活用し、『「恵まれた諏訪の自然環境と、
伝統・文化に培われた技術や産業」これら地域の貴重な資産を、私たちはどのように活かし、未来へと
繋き、育んでいくのか。』
議員がそれぞれの思いや政策を、市民の皆さんへお伝えします。

マニフェストスイッチはこちら！→

「なんとなく」から「政策を比べて選ぶ選挙」へ
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議
会
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
！

▲「高原の花」原田泰治 1983年 長野県 諏訪市（2Pで紹介）
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代表質問
一般質問
議会TOPICS
マニフェストスイッチについて
議長室からこんにちは！・9月定例会日程

●お問い合わせ：諏訪市議会事務局 〒392-8511 長野県諏訪市高島1-22-30
　　　　　　　 TEL.0266-52-4141（内線 537・521） mail:suwashigikai@city.suwa.lg.jp
●発行：諏訪市議会  ●編集：議会だより編集委員会 ●ホームページ：www.city.suwa.lg.jp

諏訪市公式LINEにて議会だよりを配信しています。
右記ＱＲコードを読み込むか、
 LINEアプリ内で「諏訪市」または「＠suwacity」と検索してください！

8月25日（火)
31日（月)

9月  1日（火)
2日（水)
15日（火)

月 日 会 議
提案説明、議案質疑、付託
代表・一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告、採決

※中継日程は変更になる場合があります。

議会を傍聴しましょう！

友だち登録は
こちらから！

編
集
委
員
よ
り
ひ
と
こ
と

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
最
近
の
話
題
は
、中
東
情
勢

の
悪
化
に
よ
る
物
価
高
、全
国

各
地
で
ク
マ
が
出
没
し
て
い
る

こ
と
や
地
震
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
で
す
。先
行
き
不
安
の
な

か
、令
和
８
年
度
の
諏
訪
市
の

事
業
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

　
議
会
も
新
た
な
議
会
だ
よ
り

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
８
名
を
迎
え
て
、

協
力
し
て
議
会
だ
よ
り
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。モ
ニ
タ
ー
に
限
ら
ず
市

民
の
皆
さ
ん
、忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
委
員
も
あ
と
９
ヵ
月

の
任
期
と
な
り
ま
し
た
。議
会

だ
よ
り
を
通
じ
て
、よ
り
多
く

の
方
々
に
議
会
を
、議
員
を
、ま

た
諏
訪
市
政
を
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　 （
岩
波 

万
佐
巳
）

諏訪市公式LINEで議会だよりを配信しています！

　諏訪市議会では皆さんの傍聴をお待
ちしています。本会議は当日の受付で傍
聴できます。ご希望の方は、諏訪市役所
議会棟２階の議会事務局窓口までお越し
ください。また、その際にアンケートをお
配りしていますので、ご協力をお願いし
ます。託児サービスは傍聴希望日の５日
前までにお申し込みください。

請願・陳情を提出することが
できます！
　議会に対して陳情書等を提出すること
ができます。ご意見やご要望がある方は、
議会に文書でご提出ください。
●締切りは　　　　　　　　   までです。
　提出方法など、詳しくは事前に
　お問い合わせください。
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議長室か
ら
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　６月４・５日に相次いで発生した西山周辺の地震で
は、市内でも揺れを感じ

不安を覚えた方も多かったことと思います。諏訪地
方には活断層が多く、大

地震がいつ発生しても不思議ではありません。ま
た、出水期を迎え豪雨や

土砂災害への備えも重要な季節に入ります。災害
への備えは特別なことで

はなく、日頃の小さな準備の積み重ねです。避難経
路の確認、家庭での備蓄

確認、地域での声の掛け合いがいざという時に大
きな力となります。市議会

といたしましても、防災体制の強化に引き続き取
り組んでまいります。市

民の皆様の安心・安全を守るために共に備えを進め
てまいりましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　（議長：牛山  正）

　  定例会は　　　　　　　招集
予定です。詳しい日程は、招集日の
およそ2日前に決定し、ホームページ
でお知らせする予定です。

議会をテレビ・パソコンで
見ましょう！
　本会議の様子は、LCVの「かりんちゃ
んねる」（１12ch）で生中継しています。
また代表・一般質問の映像は定例会終
了後にYouTubeにアップしています。
各議員のQRコードを読み込むと、動画
一覧ページに移動しますので、ぜひご
覧ください。また、本会議の会議録は、
図書館、市役所ロビー、ホームページ、
議会事務局で閲覧することができます。

月      日（火）8 25月9

月定例会日程（10：00～予定）9
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